
『既設構造物の延命化技術に関する研究プロジェクト』（延命化 pj ） 

****既設構造物の延命化方策の策定および実施フロー(案)****  

既設構造物  ・道路構造物ユニット､構造形式､構成部位部材､使用条件等 
Ｄ・Ｂ     ・構造諸元､施工条件､設計条件等   ・完成時初期挙動計測データ 

・外観点検データ､センサスデータ等・補修補強履歴､調査計測データ等 

              道路構造物ユニット  (路線､区間等) 

 

構造全体系 (橋梁構造型式等） 

                         

構成部位部材   (床版､桁､支承､橋脚､基礎等)     調査計測手法選定 

                                    システム 
劣化原因の判定        詳細調査の実施  

                           ｲﾝﾌﾗ･ 
       OK     安全性の評価                 ｾｷｭﾘﾃｨ･ｼｽﾃﾑ 

無         有            有 

取替 or補強   使用性､美観･景観､    ｼｽﾃﾑ･ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ※1） 
           第 3者影響度評価                  

          無                    

補修 or補強      予防保全の要否 
              有       無 

                補修  通常点検継続  
   

補修補強工法選定    適 用 対 策 工 の 抽 出        OK 
     システム  

     ＬＣＣ or ＬＣＡ    対策後の劣化予測 
                

          最適対策工の選定     
                         

            対策対象構造物群の優先順位､時期の吟味 
                                     

    維持管理計画の立案        
                             （必要に応じ） 

            OK    取替補修補強工事の実施  （対策後のｼｽﾃﾑ･ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ） 
 
※ 1）「ｼｽﾃﾑ･ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ」とは既設橋の劣化要因に着目した遠隔･自動で継続的に行う 

（劣化診断のための）リアルタイム監視計測をいう。 
※ 2)「劣化の予測」ではシステム・モニタリング等のデータを評価し進化させる。 
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※2） 


